
4 最低基準、5 費用設定、6 給付方式  

4 最低基準  ○客観的基準を満たす事業者を川、対とし、保育の質を確保。   ○昌広く利用者が選択した事業者のサー  
ビスにバウチャーを充当。   
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現行制度維持  
（「運用改善＋財源確保」案）  

新たな保育の仕組み  
（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

市場原理に基づく  

直接契約■バウチャー方式  

最低基準のあり  

方  

○ 地域によ瑚、最低限の   

水準を確保すべき。  ビスにバウチャー  当を可能とする  

保育の質の具体  
的向上  

○ 子どもの最善の利益を保障し、子どもの健やかな育ちを支援するため、保育を直接受   
ける子どもの視点をいかに担保できるかという視点に立って、保育の質の維持・向上を   
図っていくことが必要。  

その上で、保育の質を考える上では、子どもとともに親が成長することの支援、子ど   
もと親が地域社会とのつながりを強める場としての機能、保護者と保育所がともに子ど   
ものことを考える環境、保護者の満足感等の視点も重要。   

○ 認可保育所は、保育を必要とする子どもの健やかな育ちを支援する場の要であり、今   
後とも、その「質」を確保しながら「量」の拡充を図っていくことが必要。  

○ 親支援の必要性、障害児の受け入れの増加、一人親家庭の増加等、家庭環境の変化等   
に伴って保育所に求められる役割や、専門性の高まり等に対応した鑑真旦畳¢向上（職員   
監畳」崖育士の処遇、鋤について、財源確保と併せさらに検討。   
※ 保育の実施に責任を有する市町村が保育所の質の確保のために取り組むことや  
第三者評価も含めた各保育所の運営の検証・評価の取組を進めることなども重要。   
※ 保育の質の維持・向上のためには、行政による監査の徹底・強化、保育士と子ども  
との間の安定的関係の観点から離職率といった点を把握・点検できる仕組み、保育士  
の職場環境が変わる中実際の保育現場で実践できる保育士の育成・研修、保育士の  
特性と能力を最大限発揮するための職場のマネジメントなども重要。  

○ 盟皇（市場において選択されない事業  
者の撤退）により、質の確保を図る。  

実務経験と研修受講を通じてき   
テツプア  プが図れる仕  （専門性ある保育士や、現場の保育士を指導助言する役割  
など）について、また、研修の受講を可能とするためにも配置基準の弄直しについて、   
財源確保と併せさらに検討。  

○ さらに、実務経験と研修受講を通じ地   
金吐三註逸する等により、処遇改善を併せて進めていくことについて、財源確保と併せ   
さらに検討。   

※ 量の抜本的拡充を進めるに当たり必要な保育士の計画的養成につき、さらに検討。   

※ 研修の制度的保障の強化に当たっては、認可保育所のみならず、認可外保育施設ま  
で含め、地域内のすべての保育従事者に対して行うものとする方向で、さらに検討。  

● 財源確保と  
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8 認可外保育施設の質の引上げ  

現行制度維持   新たな保育の仕組み   市場原理ヒ基づく  
（「運用改善＋財源確保」案）   （「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約－バウチャー方式   

認可外保育施設  ○認ロー認ロ。わ、、、バウチャーを  

の質の引き上げ   充当可。   
により対応すべき。  もを含め、すべての子どもに健やかな育ち  

を保障する観点から、最低基準への至一連に  

期日の川過＼なハ政援（最低基準至！達  
市が／、＼  

※どの水準の施設まで経過的な最低基準到  

唾顛瀬碗鰍蒜巌嘉嘉壷 れる∴‘丹＝三；  

±≡≡言「⊇き±  

格取得を図れる仕組みを含め、認可外保育  
壬のノ、事に対する彦のあり方等をさ  
らに検討。  

※最低基準を満たす保育の量の拡充や、認  
可外保育施設の経過的な最低基準到達支援  
を行ってもなお、給付対象サービスのみで  

は需要を満たし得ない地域における利用者  

問の公平性の確保の方法については、さら  

r二‾姶討＿＿ごてT芦コ＿＿ †■一三？わ，ニこ竺二，誉T．1～モ‘巧誉ヤ 函亮∵磨キ風照一∴、・ちr ＝こr＝）ここ∴‘㍉・・ヰ据く貸付  
○ 認可外保高施設の質の確保・向上に向けて、都道府県の指導監督の強化とともに、  

地域内のすべての保育従事者を対象とした研修の実施や、地域内の認可保育所や子育て  

支援に関わる者とのネットワーク形成など、市町村と連携した取組をさらに検討。   

早朝・夜間保育  ○ 早朝・夜間帯の保育については、その特性を踏まえ、必要な基準等について、さらに  ○  

欒   
充 、   



9 地域の保育機能の維持・向上  

現行制度維持   新たな保育の仕組み   市場原理に基づく  
（「運用改善＋財源確保」案）   （「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約・バウチャー方式   

小規模サービス  ○ 家庭的保育（保育ママ）事業に加え、新たな′、  士サービス類型を創設することによ   ○ 需要に見合った最適なサービス提供が   
類型の創設   り、人口減少地域における生活圏域での保育機能の維持を図る。（※必要な基準等につ  市場を通じてなされることに期待。  

いては＼さらに検討。）  

羞盈  
≡∃：E≡  

多機能型の支援  ○ 人口減少地域において、保育所が、地域子育て支援拠点や児童館、放課後児童クラブ  ○ 需要に見合った最適なサービス提供が  
などの役割を併せて担う「機能型」を支援することにより、地域の子育て支援の拠点   市場を通じてなされることに期待。   
として、また、地域社会の核としての役割を果たすことを支援する。（※必要な基準等  
については、さらに検討。）  

膳麗鏑締暴露紺   
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10 多様な保育サービス  

現行制度維持   新たな保育の仕組み   市場原理に基づく  
（「運用改善＋財源確保」案）   （「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約tバウチャー方式   

休日保育   ○ 保育のサービス保障の基本的な仕組み  ○ 保育のサービス保障の基本的な仕組み   ○ 保育のサービス保障の基本的な仕組み   

夜間保育   
が以下のとおり。   が以下のとおり。   が以下のとおり。  

r現行制度を維持。（柵枇よる「′未 が…】■されたに、   

の実施義務lの′／‾を通じた ）   受給権を例外なくイ、（保育の給付義務）  

ただし、現行の「保育の実施義務」に   壷址保育の費用の絵吐養老や、地鹿  
関する亜1生温墓（付近に保育所がない等  の提供基盤の整備計画等を通じた日ハ  

やむを得ない場合は、その他適切な措置  整僅重圧や利用調 からなる  
で足りる）については、よしか  

謹譜認諾当  

重圧を課す。  
ノ‾、よ、、に周知徹底。  1  「      、＼  廿＼に／＼、  ［  

○曜日や時間帯を問わず、個人に必要な保  

○利用者が一定観のバウチャーに自己負  

○認可保育所の中での実施の要否を市町  
村の判断に委ねた上で、必要なかかり増  ※ 利用者が限られ、需要が分散しているこ   

担を上乗せし 市中の事業者と直接契約。  

し経費を奨励的に補助する仕組み。実施  とにかんがみ、市町村による計画的な基盤  
実施保育所数は、市場に委ねられる。  

保育所数は抑制可（認可に裁量性。また  整備の仕組みをさらに検討。  

補助対象も裁量的判断。）。   ※児童人口が少ない等により、市町村単位  

では需要がまとまらない地域における実施  
方法について、さらに検討。  

※夜間保育については、その特性を踏まえ、  
必要な基準等について、さらに検討。   

＿－；≦：こ7「ココー＿  
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10 多様な保育サービス（続き）  

現行制度維持   新たな保育の仕組み   市場原理に基づく  
（「運用改善＋財源確保」案）   （「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約・バウチャー方式   

延長保育  ○ 基本的に休日・夜間保育と同じ。   ○基本的枠組みは休日・夜間保育と同じ。  

特定保育  （就労量に応じ、保育の必要量が認められる  
ことに伴い、連続的にサービス保障がなさ  

れる。）  

○延長保育については、利用者ごとに、給  
付上限量（晴間）を、例えば過当たり2～  
3区分程度で判断。働き方の見直しが同時  
に進められるべきであることを踏まえ、就  
労時間と通勤に要する時間を考慮し、さら  
に検討。  

※当該時間を超える利用（超過勤務等に伴  

う利用）に対する財政支援のあり方につい  
てはさらに検討。  

※延長保育利用者が少ない場合に、ファミ  
リサポートセンター等を含め、子どもにど  

のように最適な保育を提供していくか、さ  

小規模なサービ  ○ 家庭的保育（保育ママ）事業に加え、新たなノ＼模保育サービス粕刑を創設。（※必   ○ 基本的に休日・夜間保育と同じ。   
ス類型の創設   要な基準等については、さらに検討。）   

病児一病後児  ○ 事業者参入に関し、、且 のない指定制  ○ 利用者が一定額のバウチャーに自己負   

保育  
を導入。   担を上乗せし、市中の事業者と直接契約。  
○ 実績を評価しつつ、安定的運営も配慮し   実施保育所数       よ、市場に委ねられる。  
た給付設定を行う。  



11情報公表・評価の仕組み  
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